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二
〇
二
五
年
、今
年
は
巳み

ど
し年

。動
物
に

当
て
は
め
る
と
、蛇
。「
子
」か
ら
始
ま
る

「
十
二
支
」と
、「
十
干
」を
組
み
合
わ
せ

た「
十じ

っ
か
ん
じ
ゅ
う
に
し

干
十
二
支
」、略
し
て「
干え

と支
」の

組
み
合
わ
せ
は
全
部
で
六
〇
通
り
。「
干

支
」で
言
え
ば
、今
年
は
六
〇
年
周
期
の

四
二
番
目「
乙き

の
と
み巳

」。「
巳
」は
再
生
と
変

化
、脱
皮
を
繰
り
返
し
成
長
が
期
待
さ

れ
る
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
前
回
の「
乙
巳
」は
一
九
六

五（
昭
和
四
十
）年
。当
時
は
昭
和
の
高

度
経
済
成
長
期
の
真
っ
た
だ
中
。実
際
、

実
質
、名
目
と
も
に
二
桁
の
経
済
成
長
率

を
記
録
。建
設
産
業
界
に
と
っ
て
も
六
二

年
は
、そ
の
後
の
社
会
基
盤
整
備
促
進
に

直
結
す
る
全
国
総
合
開
発
計
画（
全
総
）

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
六
四
年
に
は
東
海
道
新
幹
線
の
開

が
っ
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、国
土
交
通

省
な
ど
関
係
省
庁
と
元
請
け
と
専
門
工

事
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
開
始
し
た「
社

会
保
険
未
加
入
対
策
」の
取
組
み
に
つ
な

が
る
。

　
更
に
一
四
年
の
担
い
手
３
法
施
行
、二

四
年
の
処
遇
改
善
や
価
格
転
嫁
・
働
き

方
改
革
支
援
な
ど
の
担
い
手
確
保
と
生

産
性
向
上
、地
域
に
お
け
る
対
応
力
強
化

を
目
的
と
し
た
第
三
次
担
い
手
３
法
成

立
へ
と
続
い
た
。

　
で
は
再
生
と
変
化
、脱
皮
を
繰
り
返
し

成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る「
乙
巳
」

は
ど
ん
な
年
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
日
銀
が
一
月
に
開
い
た
支
店
長
会
議

で
は
、北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
の

九
地
域
す
べ
て
で
、景
気
は「
緩
や
か
に

回
復
」、「
持
ち
直
し
」、「
緩
や
か
に
持

ち
直
し
」と
し
た
ほ
か
、「
東
北
」と「
北

陸
」の
二
地
域
は
総
括
判
断
を
引
き
上
げ

た
。

　
ま
た
建
設
企
業
が
強
い
関
心
を
寄
せ

る「
雇
用
・
賃
金
面
」で
は
、「
中
小
企
業

を
中
心
に
、収
益
面
の
厳
し
さ
か
ら
慎
重

な
姿
勢
を
示
す
声
が
報
告
さ
れ
た
一
方
、

既
に
賃
上
げ
率
の
具
体
的
な
検
討
を
進

通
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
。こ
う

し
た
流
れ
の
な
か
で
、六
五
年
か
ら「
い

ざ
な
ぎ
景
気
」が
始
ま
っ
た
。ま
さ
に
脱

皮
を
繰
り
返
す
ご
と
く
成
長
を
重
ね
て

い
っ
た
。

　「
干
支
」へ
の
こ
じ
つ
け
で
は
な
い
が
、

当
時
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
建

設
業
界
の
出
来
事
は
、今
と
今
後
に
通
じ

る
課
題
も
映
し
出
し
て
い
る
。

　
建
設
業
は
六
〇
年
策
定
の
、国
民
所

得
倍
増
計
画
の
重
要
課
題
五
項
目
の
筆

頭
に
社
会
基
盤
整
備
の
拡
充
が
盛
り
込

ま
れ
、住
宅
や
治
水
な
ど
様
々
な
分
野
で

五
か
年
計
画
が
策
定
さ
れ
整
備
が
進
ん

だ
。そ
の
結
果
、建
設
市
場
は
一
時
的
な

停
滞
は
あ
っ
て
も
、佐
久
間
ダ
ム
な
ど
大

型
電
源
開
発
、製
造
業
の
設
備
投
資
、東

海
道
新
幹
線
、名
神
高
速
道
路
、東
名
高

め
て
い
る
と
の
声
も
報
告
」。そ
の
う
え

で
、「
全
体
と
し
て
は
、構
造
的
な
人
手

不
足
の
も
と
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も

あ
っ
て
、継
続
的
な
賃
上
げ
が
必
要
と
の

認
識
が
幅
広
い
業
種
・
規
模
の
企
業
に

浸
透
し
て
き
て
い
る
」と
し
た
。

　
支
店
長
会
議
の
報
告
を
踏
ま
え
る
形

で
一
月
に
公
表
し
た
日
銀
の「
地
域
経
済

報
告（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）」で
は
、各
地

域
の
公
共
工
事
に
つ
い
て
の
課
題
も
そ
れ

ぞ
れ
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。北
海
道
で

は
大
型
案
件
に
予
算
が
多
く
割
か
れ
た

こ
と
で
、「
道
路
舗
装
な
ど
小
型
案
件
を

得
意
と
す
る
建
設
会
社
で
案
件
確
保
に

苦
戦
」と
す
る
一
方
、北
陸
、東
海
地
区

で
は
人
手
不
足
が
継
続
、採
算
の
低
い
案

件
へ
の
入
札
参
加
を
見
送
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。

　
公
共
投
資
に
つ
い
て
更
に
細
か
く
現

状
を
報
告
し
た
の
は
近
畿
地
域
。「
建
設

会
社
で
は
、建
築
コ
ス
ト
の
上
昇
や
作
業

現
場
の
人
手
不
足
を
背
景
に
採
算
重
視

で
選
別
受
注
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お

り
、予
算
措
置
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
小

型
の
道
路
工
事
な
ど
に
つ
い
て
、入
札
不

調
か
ら
工
事
に
着
手
で
き
な
い
状
態
が

速
道
路
、東
京
五
輪
整
備
、霞
が
関
ビ
ル

な
ど
超
高
層
ビ
ル
需
要
ま
で
一
貫
し
て

需
要
は
拡
大
し
続
け
た
。

古
く
て
新
し
い「
労
働
力
プ
ー
ル
化
」

　
建
設
市
場
は
七
一
年
度
の
名
目
建
設

投
資
額
は
一
六
兆
六
、七
六
八
億
円
と
、

六
一
年
年
度
か
ら
の
一
〇
年
間
で
拡
大

は
五
倍
に
達
し
た
。こ
の
間
、名
目
の
年

平
均
成
長
率
も
驚
異
的
な
伸
び
で
、建

設
投
資
額
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ（
国
民
総
生
産
）に

占
め
る
割
合
も
拡
大
し
た
。ま
さ
に
経
済

成
長
が
建
設
市
場
の
拡
大
を
け
ん
引
し

た
。

　
た
だ
高
度
成
長
期
の
建
設
市
場
拡
大

は
、地
方
農
村
で
の
農
閑
期
の
遊
休
労

働
力
や
失
業
者
な
ど
を
労
働
需
給
の
調

続
い
て
い
る
」と
し
た
。

否
応
な
く
迫
る「
劇
的
変
化
」

　
そ
も
そ
も
経
済
成
長
や
物
価
、雇
用

な
ど
日
本
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ（
経

済
の
基
礎
的
条
件
）は
悪
く
な
い
。そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
銀
レ
ポ
ー
ト
で
は

各
地
域
に
お
け
る
建
設
業
の
不
安
と
課

題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
最
大
の
不
安
と
課
題
は
、担
い
手
確

保
・
育
成
だ
。「
一
五
歳
～
六
四
歳
」ま

で
の
生
産
年
齢
人
口
は
、七
〇
年
当
時
の

日
建
連
が
打
ち
出
し
た「
労
働
力
プ
ー

ル
化
構
想
」時
よ
り
も
現
状（
二
三
年
）

の
方
が
二
〇
〇
万
人
程
度
多
い
。し
か
し

次
の
担
い
手
世
代
で
あ
る「
〇
歳
～
一
四

歳
」人
口
は
、七
〇
年
と
比
較
し
て
現
状

は
一
、〇
〇
〇
万
人
少
な
い
。そ
の
結
果

今
後
更
に
労
働
力
が
縮
む
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
今
年
の
変
化
と
し
て
、国
が

相
場
を
事
実
上
形
成
し
て
い
く「
中
央
建

設
業
審
議
会
に
よ
る
標
準
労
務
費
の
作

成
・
勧
告
」が
あ
る
。標
準
労
務
費
浸
透

に
は
、こ
れ
ま
で
と
は
一
八
〇
度
異
な
る

整
弁
と
し
て
一
時
し
の
ぎ
を
続
け
た
結

果
だ
っ
た
。そ
の
結
果
、明
確
な
労
働
対

策
を
持
た
な
か
っ
た
当
時
の
建
設
業
界

は
労
働
力
不
足
に
直
面
す
る
。そ
し
て
こ

の
問
題
に
対
応
し
た
の
が
、設
立
間
も
な

い
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会（
日
建
連
）

だ
っ
た
。

　
日
建
連
は
七
〇
年
九
月
、
労
働
力

プ
ー
ル
化
構
造
と
呼
ば
れ
る「
労
働
力

対
策
基
本
計
画
」を
公
表
し
た
。た
だ
、

「
労
働
力
の
大
手
独
占
に
つ
な
が
る
」な

ど
の
反
対
や
プ
ー
ル
化
に
伴
う
労
働
組

合
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
も
あ
り
、プ
ー
ル
化

構
想
は
頓
挫
し
た
。

　
頓
挫
し
た
と
は
い
え
こ
の
時
、建
設
業

界
が
労
働
力
対
策
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
、雇
用
の
近
代
化
や
労
働
福
祉
、教
育

訓
練
な
ど
の
具
体
的
活
動
拡
大
に
つ
な

新
た
な
商
慣
習
が
必
要
不
可
欠
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
標
準
労
務
費
導
入
に
よ
っ
て
、

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
は
大
き
く
進

展
、元
請
け
と
下
請
け
に
と
っ
て
こ
れ
ま

で
の
収
益
構
造
も
大
き
く
変
化
す
る
と

の
見
方
も
広
が
っ
て
い
る
。ま
さ
に
劇
的

な
変
化
に
よ
っ
て
元
請
け
と
下
請
け
は

再
生
し
、こ
れ
ま
で
の
殻
を
打
ち
破
っ
て

成
長
を
続
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
更
に
今
年
は
、標
準
労
務
費
導
入
を

裏
付
け
る「
改
正
建
設
業
法
」以
外
で
も

ル
ー
ル
が
変
わ
る
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ム

市
場
で
上
場
会
社
の
英
文
開
示
義
務
化

が
今
年
四
月
一
日
以
降
か
ら
適
用
さ
れ

る
。決
算
短
信
・
四
半
期
決
算
短
信
、決

算
補
足
説
明
資
料
な
ど
の
決
算
情
報
と

す
べ
て
の
適
時
開
示
情
報
が
、日
本
語
と

同
時
に
英
文
開
示
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
る
。猶
予
は
一
年
だ
け
で
、二
六

年
四
月
以
降
は
全
社
適
用
と
な
る
。

　
上
場
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業
も

含
め
た
建
設
企
業
に
と
っ
て
、「
乙
巳
」

の
今
年
は
、様
々
な
変
化
に
直
面
し
な
が

ら
も
、乗
り
越
え
再
生
し
て
い
く
年
と
し

て
期
待
し
た
い
。
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